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山
深
く
水
清
冽
な
伊
予
の
奥
座
敷
・
城
川
を
郷さ

と

と
す
る
酒
が

あ
り
ま
す
。
創
業
約
１
２
０
年
「
中
城
本
家
酒
造
」
は
、
初
代

の
子
息
の
多
く
が
醸
造
業
へ
独
立
し
、
長
男
が
継
ぐ
蔵
は
「
本

家
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
ま
ま
に
命
名
さ
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
「
中
城
本
家
酒
造
」
の
転
機
は
昭
和
60
年
、
現
代
表
の
中
城

英
敏
さ
ん
が
製
造
責
任
者
と
し
て
地
元
で
蔵
人
を
集
め
、
中
城

さ
ん
曰い

わ

く
「
素
人
集
団
の
酒
造
り
」
が
始
ま
り
ま
す
。
一
心
不

乱
の
酒
造
り
で
10
年
余
の
歳
月
を
費
や
し
、
創
業
１
０
０
年
の

節
目
に
全
国
新
酒
鑑
評
会
金
賞
の
報
が
舞
い
込
み
ま
す
。「
下

手
な
り
に
も
必
死
な
感
じ
が
プ
ラ
ス
αア

ル
フ
ァ

の
味
わ
い
と
な
っ
た
か

な
」
と
謙
遜
さ
れ
る
も
、目
指
す
は
「
甘
く
て
も
ス
ッ
と
飲
め
、

辛
く
て
も
味
わ
い
が
あ
る
よ
う
に
、
つ
く
り
手
の
思
い
が
目
に

見
え
な
い
カ
タ
チ
と
な
っ
た
、
飲
ん
で
‘
お
い
し
い
’
と
言
わ

れ
る
酒
」。
地
元
に
こ
だ
わ
り
、
水
は
裏
山
の
湧
水
、
米
は
県

産
米
。
新
酒
披
露
も
、
ま
ず
は
「
故
郷
に
育
て
て
も
ら
っ
た
恩

返
し
」
と
、
地
元
の
友
人
知
人
に
酒
を
ふ
る
ま
う
一
歩
が
口
コ

ミ
効
果
で
波
及
す
る
、城
川
が
原
点
の
銘
酒
「
城
川
郷
」
で
す
。

　

県
酒
造
組
合
の
理
事
長
を
兼
ね
る
中
城
さ
ん
。「
愛
媛
は
蔵

数
が
多
い
隠
れ
た
酒
ど
こ
ろ
、
蔵
の
数
だ
け
酒
の
味
わ
い
が
あ

り
ま
す
。
ず
っ
と
多
く
の
蔵
が
存
続
さ
れ
、
ま
た
蔵
が
運
命
を

託
す
米
農
家
さ
ん
に
は
意
欲
的
な
生
産
活
動
を
願
い
た
い
。
一

緒
に
愛
媛
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
、
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま

す
。

中城本家酒造合名会社
代表銘柄	 城川郷
創　　業	 1898年（明治31年）
代 表 者	 代表社員　中城　英敏
住　　所	 西予市城川町嘉喜尾1319
T E L	 0894-82-0146

▼

中
城
本
家
酒
造
と
中
城
さ
ん

愛
媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り

城
川
郷

３▲「純米大吟醸 城川郷」と、「特別純米酒 
しずく媛」



今月の表紙

農の風景Vol.177

愛媛の酒蔵めぐり③〜中城本家酒造㈴

●2　 　〈特集〉ＪＡグループの27年産米集荷・販売の取り組み

	 	27年産米の着実な集荷と販売、
	 水田フル活用を通じて農家手取り向上を！

●7　 　 キャンペーン紹介
 ＪＡ新トップ紹介

●8　　 「2015愛媛みかん大使」４人を任命！

●10　 　ＪＡ全農えひめグループ７社　平成27年度役員体制

●11　　 統計BOX

●12　 　 ふるさと  ESSAY  VOL.245

えがおの種まき
 佐々木　貴浩さん

●14　　 TOPIC NEWS

●15　　 なんでもBOX

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉豚バラ肉（ふれ愛・媛ポーク）

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　

　今日の夕食は、おばあちゃんが七輪で
焼く秋ナスと、脂がのったサンマです。
じっくりと焼きあがる時間もまた至福の
ひととき。と、そこへ匂いを嗅ぎつけた
猫が、すばやくサンマをくわえて猛ダッ
シュ。「タイヘン！」。慌てて追いかける
お母さんと子どもたち。上手く取り戻す
ことができるといいのですが…。
　うちわのお月見ウサギさんも、きっと
ビックリしたことでしょう。
●表紙：七輪で秋ナスとサンマ
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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で
あ
る
１
８
０
～
２
０
０
万
ト
ン
を
オ
ー

バ
ー
す
る
情
勢
に
あ
り
、
需
給
動
向
は
依

然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

（
２
）
県
内
情
勢
～
平
成
26
年
度
の
総
括

　

愛
媛
県
内
の
平
成
26
年
産
米
の
主
食
用

米
作
付
面
積
は
、
目
標
１
４
、９
６
０
ha

に
対
し
１
４
、９
０
０
ha
、
作
況
指
数
98
、

生
産
量
７
３
、０
０
０
ト
ン
で
し
た
。
県

域
（
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
）
の
集
荷
数
量
は
、

目
標
１
万
６
、０
０
０
ト
ン
に
対
し

１
４
、３
５
８
ト
ン
（
目
標
比
90
％
、
前

消
費
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
27
／
28
年
の
需
要
見

通
し
は
７
７
０
万
ト
ン
、
27
年
産
主
食
用

米
等
生
産
量
は
生
産
数
量
目
標
の

７
５
１
万
ト
ン
を
や
や
下
回
る
と
見
込
ま

れ
、
過
剰
作
付
は
地
域
別
に
は
依
然
と
し

て
残
る
も
の
の
、
全
国
で
は
昭
和
46
年
の

生
産
調
整
開
始
以
来
初
め
て
、
解
消
さ
れ

る
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、生
産
数
量
目
標
を
達
成
し
て
も
、

平
成
28
年
６
月
末
の
民
間
在
庫
は

２
０
７
万
ト
ン
が
見
込
ま
れ
、
適
正
数
量

（
１
）
需
給
情
勢

　

総
務
省
家
計
調
査
に
よ
る
と
、
米
の
一

世
帯
あ
た
り
購
入
量
（
前
年
８
月
か
ら
の

12
か
月
合
計
）
は
、
72
㎏
（
前
年
比
99
・

３
%
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
米
の
消
費
構

造
が
家
庭
用
か
ら
業
務
用
（
中
食
・
外
食

等
）
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
家

庭
用
消
費
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
、
米
の

　

米
の
需
給
環
境
が
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
愛
媛
県
は
消
費
県
と
し
て
販
売
先
か
ら
安
定
的
な
供
給
を
求
め
ら
れ
て

お
り
、
中
長
期
的
に
農
家
手
取
り
を
確
保
し
県
内
の
水
田
農
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
愛
媛
県
産
米
を
求
め
る
実
需
者

お
よ
び
県
内
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
販
売
量
＝
集
荷
量
の
確
保
が
重
要
で
す
。

　

今
回
は
、
27
年
産
米
を
め
ぐ
る
情
勢
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
と
㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
の
27
年
産
米
集
荷
・
販
売
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

平
成
27
年
産
米
を

取
り
巻
く
情
勢

特

集

◆特集：ＪＡグループの27年産米集荷・販売の取り組み

27
年
産
米
の
着
実
な
集
荷
と
販
売
、
水
田

フ
ル
活
用
を
通
じ
て
農
家
手
取
り
向
上
を
！
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ま
す
。
ま
た
、
県
内
実
需
者
と
連
携
し
、

特
別
栽
培
米
や
酒
米
等
の
契
約
栽
培
の
拡

大
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
水
田
活
用
米
穀
の
推
進

　

畜
産
部
門
と
連
携
し
、
飼
料
用
米
の
活

用
に
よ
る
畜
産
物
の
販
売
拡
大
の
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

③�

水
稲
・
麦
・
大
豆
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
や
裏
作
野
菜
の
取
り
組
み

　

各
Ｊ
Ａ
の
地
域
実
態
や
環
境
に
応
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

④
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
取
り
組
み

　

種
子
の
早
期
引
取
奨
励
措
置
の
実
施
や

労
力
低
減
等
を
図
る
た
め
の
フ
レ
コ
ン
集

荷
の
推
進
お
よ
び
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
の
無

償
貸
与
な
ど
を
実
施
す
る
ほ
か
、
肥
料
農

薬
関
係
で
は
流
し
込
み
施
肥
や
一
発
肥
料

の
実
用
化
試
験
な
ど
コ
ス
ト
低
減
対
策
や

労
力
低
減
対
策
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　　　（
１
）
集
荷
販
売
方
針

①�　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
と
の
連
携
を
強
化

し
、県
域
生
販
一
貫
体
制
に
基
づ
く「
ひ

め
ラ
イ
ス
」
ブ
ラ
ン
ド
拡
販
と
定
着
を

図
る
た
め
、
買
取
販
売
を
強
化
し
、
県

年
比
96
％
）。
厳
し
い
米
穀
情
勢
を
反
映

し
、
平
成
26
年
産
の
買
取
価
格
が
、
全
国

の
概
算
金
と
同
様
に
60
㎏
あ
た
り
前
年
を

３
、０
０
０
円
程
度
下
回
る
水
準
設
定
に

な
っ
た
た
め
、
集
荷
率
は
19
・
５
％
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

　

販
売
面
で
は
、
家
庭
内
消
費
の
減
少
や

他
県
産
米
の
販
売
攻
勢
等
に
よ
る
量
販

店
・
業
務
用
で
の
販
売
不
振
と
米
卸
業
者

の
前
年
産
在
庫
が
多
く
、
販
売
ペ
ー
ス
も

前
年
よ
り
若
干
遅
れ
る
状
況
で
し
た
。

（
３
）
水
田
フ
ル
活
用
の
取
り
組
み

　

米
消
費
量
の
減
退
と
過
剰
作
付
に
よ
る

大
幅
な
過
剰
在
庫
が
発
生
し
米
価
が
低
迷

し
て
お
り
、
生
産
者
の
栽
培
意
欲
が
減
退

し
て
耕
作
面
積
が
さ
ら
に
減
少
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
食

糧
生
産
課
は
、
生
産
者
の
経
営
所
得
の
安

定
・
向
上
を
図
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
県

内
の
水
田
耕
作
面
積
を
維
持
す
る
た
め
、

平
成
27
年
度
か
ら

「
水
田
フ
ル
活
用
」

を
展
開
し
、
主
食
用

水
稲
を
中
心
に
麦
や

野
菜
な
ど
裏
作
品
目

の
作
付
拡
大
と
生
産

対
策
な
ど
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

①
売
れ
る
米
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み

　
「
食
味
」
に
重
点

を
お
い
た
栽
培
指
針

策
定
に
よ
る
高
品

質
・
安
定
生
産
と
販

売
促
進
需
要
拡
大
の

た
め
、「
に
こ
ま
る
」

を
中
心
に
食
味
検
査

を
実
施
し
、
良
食
味

米
の
デ
ー
タ
収
集
と

分
析
を
進
め
て
い
き

国
産
原
料
優
先
の

充
実
ア
イ
テ
ム
で
す

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

27
年
産
米
集
荷
販
売
の
取
り
組
み

今後の需給見通し
（単位：万トン）

生産数量
目標

７月末時点
生産見込数量

自主的取組
参考値（注）

平成27年６月末民間在庫量 Ａ 230 230 230

平成27年産米生産数量目標等
平成27／28年主食用米等供給量計

Ｂ
Ｃ＝Ａ＋Ｂ

751
981

747
977

739
969

平成27／28年主食用米等需要量 Ｄ 770 770 770

平成28年６月末民間在庫量 Ｅ＝Ｃ−Ｄ 211 207 199

注：�自主的取組参考値（739万トン）については、仮にこれだけ生産すれば、平成28年６月末の
民間在庫量が過去の平均水準に近づくこととなるものとして設定したもの。

６月末民間在庫の推移
（単位：万トン）
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報
を
集
約
・
分
析
し
て
慎
重
に
買
取
価
格

を
設
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
同
行
推
進
し
、

担
い
手
や
大
口
生
産
者
へ
の
契
約
栽
培
提

案
や
集
荷
の
掘
り
起
こ
し
を
図
る
と
と
も

に
、
Ｊ
Ａ
別
事
業
検
討
会
を
開
催
し
、
Ｊ

Ａ
と
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
集
荷
目
標
と
取

組
具
体
策
を
明
確
に
し
、
集
荷
対
策
措
置

を
講
じ
て
集
荷
数
量
の
拡
大
を
め
ざ
し
ま

す
。

②
流
通
コ
ス
ト
低
減
対
策

　
Ｊ
Ａ
の
実
施
す
る
無
料
庭
先
集
荷
や
土

日
集
荷
等
の
生
産
者
の
利
便
性
向
上
お
よ

び
集
荷
コ
ス
ト
低
減
対
策
へ
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
労
力
の
低
減
や
人
件
費
・

紙
袋
等
の
コ
ス
ト
低
減
を
図
る
た
め
、
大

口
生
産
者
に
対
し
て
フ
レ
コ
ン
集
荷
を
推

進
し
ま
す
。

（
３
）
27
年
産
米
販
売
対
策

　

県
内
の
精
米
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る

「
ひ
め
ラ
イ
ス
ブ
ラ
ン
ド
」
を
維
持
・
拡

大
し
、
生
産
者
所
得
の
安
定
と
向
上
に
つ

な
げ
る
た
め
、
安
定
供
給
責
任
を
果
た
し

て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
給
食
会
、
業
務
加
工
、

主
要
販
売
店
等
の
県
内
実
需
者
と
連
携

し
、
需
要
に
応
じ
た
買
取
方
法
の
検
討
を

行
い
ま
す
。

　

特
別
栽
培
米
や
酒
米
契
約
栽
培
等
の
推

進
に
よ
る
契
約
加
算
米
の
拡
大
や
、
差
別

内
需
要
者
・
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
集
荷
量
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

②�　

需
要
に
対
応
し
た
Ｊ
Ａ
別
・
銘
柄
別

作
付
を
推
進
し
、
産
地
ブ
ラ
ン
ド
米
・

契
約
栽
培
等
の
企
画
販
売
米
の
拡
大
に

よ
る
生
産
者
手
取
り
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

③�　

水
田
フ
ル
活
用
に
向
け
て
、
主
食
用

以
外
の
水
田
活
用
米
穀
お
よ
び
裏
作
・

転
作
品
目
の
導
入
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
省
力
技
術
、
品
質
・
収
量
向
上
対

策
、
資
材
コ
ス
ト
低
減
対
策
に
取
り
組

み
、
ト
ー
タ
ル
的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

図
り
ま
す
。

④�　

平
坦
地
を
中
心
と
し
た「
に
こ
ま
る
」

の
高
品
質
・
安
定
生
産
に
向
け
た
栽
培

体
系
の
確
立
と
認
知
度
向
上
に
よ
る
需

要
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）
集
荷
対
策

　

27
年
産
米
の
集
荷
に
お
い
て
は
、Ｊ
Ａ
・

全
農
に
よ
る
「
買
取
販
売
」
を
継
続
実
施

し
、
27
年
産
米
の
集
荷
目
標
を
、
Ｊ
Ａ
集

荷
２
１
、０
０
０
ト
ン
、
県
域
集
荷
１
６
、�

０
０
０
ト
ン
（
主
食
用
１
５
、０
０
０
ト

ン
・
水
田
活
用
米
穀
１
、０
０
０
ト
ン
）

と
し
ま
す
。

①
集
荷
拡
大
対
策

　

全
国
の「
需
給
環
境
」「
作
付
動
向
」「
作

況
状
況
」
を
考
慮
し
、
他
県
の
「
販
売
価

格
」「
概
算
金
」
の
設
定
状
況
な
ど
、
情

化
の
図
れ
る
良
食
味
の
高
付
加
価
値
米
の

作
付
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
「
ト
ー
タ

ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
に
こ
ま
る
」

は
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
放
映
、
販
売
先
と
連

携
し
た
専
用
袋
に
よ
る
販
売
や
試
食
宣
伝

等
を
実
施
し
、「
愛
媛
ブ
ラ
ン
ド
米
」
と
し

て
認
知
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　　　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

一
員
と
し
て
、
県
内
産
の
米
を
有
利
販
売

し
、
米
の
生
産
基
盤
を
守
り
続
け
る
と
い

う
使
命
の
も
と
、
50
年
を
超
え
る
歴
史
あ

る
「
ひ
め
ラ
イ
ス
」
ブ
ラ
ン
ド
を
核
に
、

消
費
者
に
満
足
い
た
だ
け
る
安
心
・
安
全
・

高
品
質
な
お
米
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
①
「
に
こ
ま
る
」
の

認
知
度
向
上
・
販
売
拡
大
、
②
特
Ａ
愛
媛

県
産
ひ
の
ひ
か
り
」
の
新
発
売
、
③
「
無

洗
米
」
の
販
売
拡
大
、
④
「
新
米
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

販
売
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

①�

「
に
こ
ま
る
」
の
認
知
度
向
上
・
販
売

拡
大

　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
が
昨
年
末
に
実
施
し
た

消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
に
こ
ま
る
」

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
の
取
り
組
み

特

集
◆特集：ＪＡグループの27年産米集荷・販売の取り組み
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を
知
っ
て
い
る
人
は
40
％
と
低
い
結
果
で

し
た
。

　

認
知
度
向
上
対
策
と
し
て
、
県
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
き
ゃ

ん
」を
使
用
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の
変
更
、

今
年
４
月
か
ら
は
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
製

作
し
た
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
ひ
め
ラ
イ
ス
の
放

映
枠
で
も
放
映
す
る
と
と
も
に
、
主
要
店

舗
で
マ
ネ
キ
ン
試
食
販
売
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
拡
販
対

策
と
し
て
、「
あ

ら
う
ま
い
愛
媛
県

産
に
こ
ま
る
」
の

新
発
売
と
「
に
こ

ま
る
」
も
含
め
た

品
揃
え
店
舗
数
の

拡
大
に
取
り
組

み
、
現
在
県
内
の

約
１
５
０
店
舗
で

販
売
を
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、「
に

こ
ま
る
」
の
品
質

特
長
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
新
規
業
務
用

獲
得
推
進
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
実

需
者
か
ら
は
安
定

し
た
ご
飯
が
炊
け

る
と
好
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
に

こ
ま
る
」の
生
産
数
量
拡
大
に
あ
わ
せ
て
、

今
後
も
継
続
し
て
認
知
度
向
上
と
ブ
ラ
ン

ド
確
立
お
よ
び
販
売
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

②�

「
特
Ａ
愛
媛
県
産
ひ
の
ひ
か
り
」
の
新

発
売

　

日
本
穀
物
検
定
協
会
の
平
成
26
年
産
米

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
愛
媛
県
産
「
ヒ
ノ
ヒ

カ
リ
」
が
県
産
米
で
初
め
て
最
高
ラ
ン
ク

の
特
Ａ
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念

し
、
新
商
品
「
特
Ａ
愛
媛
県
産
ひ
の
ひ
か

り
」
を
３
月
14
日
よ
り
発
売
し
ま
し
た
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
金
色
を
基
調
に
王
冠
イ
ラ

ス
ト
を
配
し
、
高
級
感
を
出
し
、
関
連
す

る
の
ぼ
り
や
ポ
ス
タ
ー
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
販
促

資
材
を
作
成
し
、
売
場
で
の
告
知
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
品
揃
え
店
舗
数
も
約
１
４
０
店

舗
ま
で
拡
大
し
、期
間
中
（
３
月
～
９
月
）

の
販
売
目
標
３
５
０
ト
ン
の
達
成
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
産
者
と
関
係
機
関
の
品
質
向
上
へ
の

努
力
の
成
果
で
あ
る
「
特
Ａ
」
獲
得
を
契

機
に
、「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
強

化
も
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
「
無
洗
米
」
の
販
売
拡
大

　

戦
略
商
品
と
位
置
付
け
る
無
洗
米
「
あ

ら
う
ま
い
！
」
は
、
ひ
め
ラ
イ
ス
精
米
販

売
全
体
に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
年
々
拡
大

し
、
平
成
27
年
度
６
月
末
で
は
27
％
と

な
っ
て
お
り
、
将
来
30
％
を
目
指
し
取
り

組
み
中
で
す
。

　

毎
年
、「
あ
ら
う
ま
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
を
継
続
実
施
し
て
き
た
こ

と
で
、
応
募
者
か
ら
は
「
タ
ピ
オ
カ
で
ぬ

か
を
取
り
除
い
て
い
る
の
で
安
心
し
て
食

べ
ら
れ
ま
す
」
等
の
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
消
費
者
に
安
心
・
安

全
・
エ
コ
な
無
洗
米
の
利
便
性
や
メ
リ
ッ

ト
の
Ｐ
Ｒ
の
ほ
か
、
業
務
用
需
要
拡
大
の

た
め
、
新
規
開
拓
と
一
般
精
米
か
ら
の
切

替
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

④
「
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施

　

愛
媛
県
産
の
新
米
発
売
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
お
米
の
消
費
拡
大
と
地
産
地
消
を
推

進
す
る
た
め
、
８
月
24
日
～
10
月
31
日
ま

で
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
愛
媛
県
産
食
べ
と
ぉ
み
！
」
の
タ
イ

ト
ル
で
、「
み
き
ゃ
ん
」
を
使
用
し
て
愛

媛
産
を
強
調
し
、
合
計
１
、０
０
０
名
様

に
当
た
る
「
食
べ
て
う
れ
し
い
、
当
た
っ

て
う
れ
し
い
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

ま
す
。
売
場
で
は
新
米
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

や
陳
列
棚
の
活
性
化
、
試
食
販
売
に
よ
り

愛
媛
の
新
米
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。ま
た
、キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
消
費
者

の
声
は
、
今
後
の
商
品
企
画
や
品
質
管
理

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。
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　平成27年６月末時点の民間在庫は、230万トンと近年では最大の過剰在庫となっています。ＪＡグルー
プでは、27年産米での生産調整による需給均衡を図るため、生産数量目標をさらに削減する「飼料用米
60万トン」の作付推進を展開してきました。その結果、７月末の飼料用米作付は42万トンとなったもの
の転作等を加味すると54万トンに相当する規模となり、来年６月末の民間在庫は207万トンまで縮小する
と想定されていますが、依然として需給環境は不透明な状況となっています。
　こうした中、本県は消費県として販売先から安定的な供給を求められており、積極的な集荷推進により、
地産地消を期待する県内実需者および県内消費者のニーズに応える販売量の確保を図ることが重要です。
特に27年産米の買取価格は、出来る限り努力した結果、若干ではありますが昨年より上乗せしています。
単年度で適正な買取価格に回復することは厳しいものの、㈱ひめライスをはじめとする販売先との連携
を強化し、他産地や販売情勢等を分析しながら、中期的に適正な買取価格を設定したいと考えています。
　販売面では、新品種の「にこまる」は今年４月からのテレビCM放映効果もあり安定した販売となって
います。特に、昨年本県で初めて特Ａを取得した「ヒノヒカリ」は非常に好調な販売となっており、食
味評価が消費拡大効果につながることが証明されました。本年もさらに食味向上に向けた全県的な取り
組みを積極的に展開していきます。
　まだまだ厳しい環境が続くと想定されますが、ＪＡ等と一体となり「水田フル活用」を推進し、農家
の所得向上と手取り最大化を図っていきます。

　私は社長就任２年目を迎えますが、就任後大変心強く感じたことは、昭和38年以来、県内ＪＡグルー
プと諸先輩が育んできた信頼のブランドとして「ひめライス」の認知度が想像していた以上に幅広く、
確固たるものであったということです。そのことが、取引先との継続した安定的取引につながっている
と受け止めています。
　当社は、米の生産販売一貫体制の一翼を担っており、主食であるお米の製造・販売を通じて「安心・安全・
高品質」なお米を地元の消費者に届け、生産者と消費者を信頼で結ぶ懸け橋になることが使命であり、
同時に愛媛産米のレベルアップと生産基盤を守り続けるため、ＪＡグループと連携して生産者手取り向
上につなげることが使命であります。
　使命を果たすためには、長年培ったブランド力すなわち知名度・信頼を販売強化につなげることが重
要であり、県内卸のプライスリーダーとして、品質に見合った消費者に認められる価格を追求する責任
も大きく、消費者を裏切らない価格と品質の追求が永遠かつ最大のテーマであります。
　具体的には、製造コスト、流通コストの引き下げ、品質の安定化・向上、製造力・営業力のレベルアッ
プなど様々なブランド力強化策を図る必要があり、ISO実践による経営者および社員の意識改革と使命感
の共有、さらにはＪＡグループ、関係取引先との一体的な取組態勢の維持、強化こそが会社経営を継続
させる条件であると考えています。
　いつの時代にも変わらぬ「たしかな歩み」は、米食文化を通じた「生産者と消費者の歩み」であり、
愛媛におけるその歩みこそ「私たち『ひめライス』ブランドの歩みである」と自負しております。

適正な買取価格の設定と水田フル活用の推進で
農家所得の向上と手取り最大化めざす

ＪＡ全農えひめ　食糧部長　中原　一憲　

価格と品質の追求でブランド力を向上し
ＪＡグループと連携し生産者手取り向上を！

㈱ひめライス　代表取締役社長　松田　一人　

特

集
◆特集：ＪＡグループの27年産米集荷・販売の取り組み
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　㈱ひめライスは、県内産を中心に新米の発売をアピールしよう
と、８月24日から10月31日まで、「みきゃん曲げわっぱ弁当箱」「紅
まどんな」「焼き肉セット」や「愛媛県産にこまる２㎏」などが計
1,000人に当たる「ひめライス新米キャンペーン」を実施中です。
　キャンペーン名称は、「食べておいしい！ 当たってうれしい！
新米キャンペーン」。キャンペーンポスターやテレビCMでは愛媛
県イメージアップキャラクターの「みきゃん」を前面に打ち出し、
愛媛県産の新米発売をアピールするとともに、地産地消の推進に
より『ひめライス』ブランド強化につなげていきます。
　今回は、ひめライス商品の応募シールまたは米袋左上の「ひめ
マーク」を切り取り２㎏分以上を１口として応募できるため、１
商品購入で２口応募できるようになっています。応募方法などキャ
ンペーン内容は、販売店のポスター・リーフレット、㈱ひめライ
スのホームページでご確認ください。

　㈱えひめ飲料は、抽選で1,000人にオリジナルクオカードとPOM
商品詰め合わせが当たる「POMお楽しみ宝箱プレゼント」キャン
ペーンを実施しています。
　賞品は、オリジナルクオカード（500円）１枚、「アシタノカラ
ダみかんジュース」（125㎖紙パック）６本、「愛媛みかん」（190ｇ
缶）４本などPOMブランド商品計18本とコラボ商品の「サクマ ポ
ンジュースグミ」（36ｇ）２袋の詰め合わせ。
　キャンペーン対象商品５品（「ポンジュース」の1,000㎖他）のラ
ベルにある応募マーク５枚を１口として応募できます。応募期間
は12月31日まで。キャンペーンラベル商品がなくなり次第終了し
ます。詳細は、㈱えひめ飲料のホームページ、またはPOMキャン
ペーン事務局（電話089-923-1529、平日10時～17時）まで。

ひめライス新米キャンペーン実施中！

「POMお楽しみ宝箱プレゼント」キャンペーン実施中！

二に
の

宮み
や　

啓け
い

次じ

経
営
管
理
委
員
会
会
長

（
平
成
27
年
₈
月
₁
日
就
任
）

◆
略　

歴

・
昭
和
22
年
生
ま
れ

・
昭
和
60
年　

西
宇
和
果
樹
同
志
会

　
　
　
　
　
　

会
長

・
平
成
９
年　

保
内
共
選
運
営
委
員

・
平
成
15
年　
Ｊ
Ａ
に
し
う
わ
理
事

・
平
成
16
年
～
Ｊ
Ａ
に
し
う
わ

　
　
　
　
　
　

経
営
管
理
委
員

・
平
成
20
年
～
保
内
共
選
副
共
選
長

・
平
成
27
年
～
Ｊ
Ａ
に
し
う
わ

　
　
　
　
　
　

経
営
管
理
委
員
会
会
長

Ｊ
Ａ
に
し
う
わ

Ｊ
Ａ
新
ト
ッ
プ
紹
介
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トピックス

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
果
実
課
は
、
８
月
20
日
、
松
山

市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
、
愛
媛
み
か
ん
・
伊
予
柑
な
ど
愛

媛
産
柑
橘
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
２
０
１
５
愛
媛
み
か
ん
大

使
」
４
人
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

57
代
目
と
な
る
「
２
０
１
５
愛
媛
み
か
ん
大
使
」

は
、
坪
北
奈
津
美
さ
ん
（
20
歳
・
松
山
市
在
住
・
大

学
生
）、
三
好
茜
さ
ん　
（
20
歳
・
今
治
市
在
住
・
団

体
職
員
）、
渡
邊
雅
さ
ん
（
20
歳
・
松
山
市
在
住
・

大
学
生
）、篠
﨑
み
な
み
さ
ん
（
24
歳
・
伊
予
市
在
住
・

団
体
職
員
）。

　

任
命
式
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
運
営
委
員
会
の

岡
本
健
治
会
長
が
、
大
使
一
人
一
人
に
任
命
状
と
賞

金
目
録
を
手
渡
し
、「
愛
媛
県
内
の
農
家
の
想
い
を

消
費
者
の
皆
様
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
１
年
間
健
康
に

気
を
つ
け
て
愛
媛
県
産
柑
橘
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
。

　

前
年
の
大
使
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
継
い
だ
４
人

は
、「
農
家
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
愛
媛

の
柑
橘
の
美
味
し
さ
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
Ｐ
Ｒ

で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
な
ど
、
憧
れ
の
み
か
ん

大
使
に
選
ば
れ
た
喜
び
や
今
後
の
抱
負
・
意
気
込
み

を
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
６
月
15
日
か
ら
７
月
16
日
ま
で
愛
媛
県

内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
募
集
を
行
い
、

１
０
２
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
７
月
23
日
の
書

類
審
査
を
通
過
し
た
18
人
が
、
８
月
11
日
の
面
接
審

査
に
進
み
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
、
愛
媛
県
果
樹
同
志

会
会
長
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
な
ど
審
査
員
15
人
が
、

「
印
象
（
好
感
度
）」「
知
性
」「
容
姿
（
姿
勢
等
）」
な

ど
を
総
合
的
に
審
査
し
て
、
４
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

大
使
４
人
は
、
産
地
訪
問
も
行
い
な
が
ら
接
客

サ
ー
ビ
ス
や
愛
媛
産
柑
橘
の
商
品
知
識
な
ど
基
礎
研

修
を
受
け
、10
月
16
日
開
催
の
「
愛
媛
県
園
芸
大
会
」

「2015愛媛みかん大使」４人を任命！
～これから愛媛産柑橘をPRしていきます～

▲（写真右から）坪北さん、三好さん、渡邊さん、篠﨑さん
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で
県
内
の
生
産
者
・
Ｊ

Ａ
関
係
者
に
お
披
露

目
。
10
月
31
日
の
「
レ

イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」、
11
月
上
旬
か

ら
東
京
・
大
阪
で
「
愛

媛
み
か
ん
消
費
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
ほ

か
、
来
年
１
月
か
ら
は

「
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
」

と
し
て
２
月
上
旬
に
札

幌
・
首
都
圏
・
京
阪
神

を
回
る
「
愛
媛
い
よ
か
ん
全
国
縦
断
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」、
４
月
14
日
の
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
向
け
た
「
オ

レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
来
年
８
月

末
ま
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
販
促
・
試
食
宣
伝
活
動
等

を
通
じ
て
愛
媛
産
柑
橘
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2015愛媛みかん大使４人のプロフィール

▲�岡本健治会長（写真中央）とＪＡ全農えひめ・小越愼介県本部
長（中央右）、関岡光昭副本部長（中央左）を囲んで

坪
つぼ

北
きた

奈
な

津
つ

美
み

さん 三
み

好
よし

　　茜
あかね

さん

【抱負】これから１年間、
愛媛みかん大使として、
そして農家の皆様の代弁
者として、責任を持って
一生懸命頑張ります！
　 一つでも多くのみか
んを一人でも多くの方に
食べていただくために、
持ち前の元気と明るさ、
そして常に“笑顔”を忘
れずやり抜きます！

【抱負】明るく元気な性
格を活かしながら、農家
の皆様の努力が詰まった
愛媛みかんを全国各地で
PRし、より多くの方に
愛媛みかんの魅力をお伝
えしていきたいです。そ
して、愛媛みかん大使の
活動を精一杯楽しみたい
と思います。よろしくお
願いします。

（松山市在住・大学生） （今治市在住・団体職員）

【趣味】読書
【特技】書道

【趣味】旅行
【特技】ダンス

渡
わた

邊
なべ

　　雅
みやび

さん 篠
しの

﨑
ざき

みなみさん

【抱負】歴史ある「愛媛
みかん大使」の57代目を
拝命し、大変光栄に思い
ます。１年間消費者の目
線に立ち、愛媛みかんの
魅力を全身全霊で伝えて
いきます。活動を通して、
大好きな愛媛県が今以上
に活性化されるよう努め
ますので、よろしくお願
いします。

【抱負】歴史ある愛媛み
かん大使に任命いただ
き、大変光栄に思います。
農家の方々が丹精込めて
作られた愛媛の柑橘の美
味しさを一人でも多くの
方にお伝えできるよう精
一杯頑張ります。１年間
よろしくお願いします。

（松山市在住・大学生） （伊予市在住・団体職員）

【趣味】�バレエ鑑賞・
旅行

【特技】�ご高齢の方
との交流、
バレエ

【趣味】バレーボール
【特技】ラテアート

9
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ＪＡ全農えひめグループ７社　平成27年度役員体制
平成27年８月27日現在■は新役職・新任。

㈱えひめ飲料
役職名 氏　名

代表取締役社長 髙原　　茂 常勤
代表取締役専務 濱本　泰久 常勤
常務取締役 川田　永治 常勤
取 締 役 森實　光夫 非常勤・㈱えひめフーズ代表取締役社長

取 締 役 岡本　健治 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長
ＪＡえひめ中央

取 締 役 二宮　啓次 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡにしうわ

取 締 役 黒田　義人 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡえひめ南

取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
常勤監査役 藤田　敬二 常勤

監 査 役 田坂　　實 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡおちいまばり

監 査 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

監 査 役 望月健太郎 非常勤・ＪＡ全農グル―プ会社統括部長

ＪＡえひめアイパックス㈱
役職名 氏　名

代表取締役社長 峰岡　茂夫 常勤
常務取締役 森川　威久 常勤
常務取締役 中川　達也 常勤

取 締 役 岡本　健治 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長
ＪＡえひめ中央

取 締 役 田坂　　實 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡおちいまばり

取 締 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
取 締 役 関岡　光昭 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長

監 査 役 戸田　耕二 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会副会長
ＪＡ周桑

監 査 役 黒田　義人 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡえひめ南

監 査 役 武田　博志 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱
役職名 氏　名

代表取締役社長 大津　　満 常勤
常務取締役 西　　尊公 常勤

取 締 役 篠原　一志 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡうま

取 締 役 加藤　　尚 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ西条

取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
取 締 役 関岡　光昭 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長

監 査 役 山口　恒朗 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡひがしうわ

監 査 役 岡村　伸六 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

㈱ひめライス
役職名 氏　名

代表取締役社長 松田　一人 常勤
常務取締役 河野　哲也 常勤

取 締 役 加藤　　尚 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ西条

取 締 役 戸田　耕二 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会副会長
ＪＡ周桑

取 締 役 岡本　健治 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長
ＪＡえひめ中央

取 締 役 山口　恒朗 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡひがしうわ

取 締 役 竹村　　靖 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長

監 査 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

監 査 役 岡村　伸六 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

役職名 氏　名
代表取締役社長 髙橋　　勉 常勤
常務取締役 清水　宇造 常勤

取 締 役 篠原　一志 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡうま

取 締 役 田坂　　實 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡおちいまばり

取 締 役 岡本　健治 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員会会長
ＪＡえひめ中央

取 締 役 菊地　秀明 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡ愛媛たいき

役職名 氏　名

取 締 役 二宮　啓次 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡにしうわ

取 締 役 黒田　義人 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡえひめ南

取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
監 査 役 髙原　　茂 非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長
監 査 役 岡村　伸六 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

ＪＡえひめエネルギー㈱
役職名 氏　名

代表取締役社長 峯本　耕典 常勤
常務取締役 宮田　研二 常勤
取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
取 締 役 竹村　　靖 非常勤・ＪＡ全農えひめ副本部長
監 査 役 武田　博志 非常勤・ＪＡ全農監査主任者

㈱えひめフーズ
役職名 氏　名

代表取締役社長 森實　光夫 常勤
取締役製造部長 阿部　祥二 常勤

取 締 役 二宮　啓次 非常勤・ＪＡ全農えひめ運営委員
ＪＡにしうわ

取 締 役 髙原　　茂 非常勤・㈱えひめ飲料代表取締役社長
取 締 役 小越　愼介 非常勤・ＪＡ全農えひめ県本部長
監 査 役 藤田　敬二 非常勤・㈱えひめ飲料常勤監査役

ＪＡえひめ物流㈱
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タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で
さ
わ
や
か
な

甘
酸
っ
ぱ
さ
が
人
気
の
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
。
愛
媛
県
は
名
実
と
も
に
日
本
一

の
産
地
で
す
。
今
月
は
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
の
生
産
推
移
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

　　　　

愛
媛
県
の
平
成
26
年
産
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
の
結
果
樹
面
積
は
３
９
６
ha
で
、
前
年

産
に
比
べ
て
15 

ha
（
４
％
）
減
少
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
生
産
者
の
高
齢
化
に
伴

う
規
模
縮
小
や
老
木
化
に
よ
る
廃
園
等
が

あ
っ
た
た
め
で
す
。
推
移
を
み
る
と
、
平

成
５
年
産
の
９
２
５
ha
を
ピ
ー
ク
に
そ
の

後
は
総
じ
て
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

収
穫
量
は
６
月
上
旬
か
ら
７
月
中
旬

に
か
け
て
降
水
量
が
平
年
に
比
べ
て
少
な

く
、
果
実
肥
大
が
や
や
抑
制
さ
れ
た
た
め
、

８
８
０
ｔ
）
で
、
こ
の
上
位
３
県
で
全
国

の
約
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

ま
た
、
愛
媛
県
産
の
東
京
都
中
央
卸
売

市
場
で
の
平
均
卸
売
価
格
は
、
１
㎏
当
た

り
前
年
よ
り
26
円
高
い
４
６
７
円
と
な

り
、
収
穫
量
上
位
３
県
の
中
で
は
最
も
高

い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

　

愛
媛
県
の
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、
調
査

を
開
始
し
た
昭
和
61
年
産
以
降
、
結
果
樹

面
積
、
収
穫
量
と
も
に
29
年
連
続
で
日
本

一
の
座
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　　

愛
媛
県
で
は
、
昨
年
５
月
に
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
か
い
よ
う
病
「
Ｐ
ｓ
ａ
３
系
統
」

が
国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

栽
培
農
家
の
協
力
に
よ
り
被
害
の
拡
大
は

防
い
で
い
ま
す
。
今
後
、
産
地
の
維
持
・

発
展
の
た
め
に
は
、
病
害
虫
の
防
止
や
品

種
改
良
な
ど
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て

対
策
を
徹
底
し
、
農
家
が
安
心
し
て
生
産

で
き
る
体
制
の
構
築
と
多
様
化
す
る
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
競
争
力
の
強
い

産
地
づ
く
り
が
急
務
で
す
。

　

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
な
ど
か
ら
の
輸
入
物
も
あ
り
ま
す
が
、

輸
入
物
が
途
切
れ
る
12
月
か
ら
４
月
の
果

物
売
り
場
は
国
産
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

果
物
の
種
類
が
少
な
く
な
る
春
先
の
ビ
タ

ミ
ン
補
給
に
、
愛
媛
県
産
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

※ 

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
か
い
よ
う
病
は
、
木
が

枯
れ
る
病
気
で
、
果
実
に
は
発
病
せ
ず

食
べ
て
も
人
に
は
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

前
年
産
に
比
べ
５
２
０
ｔ
（
７
％
）
減
少

し
、７
、２
９
０
ｔ
と
な
り
ま
し
た（
図
１
）。

　　　　

全
国
の
収
穫
量
は
３
万
１
、６
０
０
ｔ

で
、
都
道
府
県
別
の
収
穫
量
割
合
は
、
愛

媛
県
が
23
％
、
福
岡
県
が
19
％
（
６
、

０
４
０
ｔ
）、
和
歌
山
県
が
12
％
（
３
、

29年連続日本一！
－ 平成26年産キウイフルーツの結果樹面積、収穫量及び出荷量から －

結
果
樹
面
積
、
収
穫
量
と
も
に

減
少

上
位
３
県
で

全
国
の
約
５
割
を
占
め
る

ビ図１　キウイフルーツの結果樹面積及び収穫量の推移（愛媛県）
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図２　キウイフルーツの都道府県別
　　　収穫量割合（全国）

図３　キウイフルーツの卸売価格の推移
　　　（東京都中央卸売市場）
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「
み
か
ん
王
国　

愛
媛
」。
昔
か
ら
そ
う
呼

ば
れ
て
き
た
。
栄
養
満
点
な
土
、清
潔
な
水
、

澄
み
渡
っ
た
空
気
。
こ
の
３
つ
を
兼
ね
備
え

て
い
る
愛
媛
だ
か
ら
こ
そ
“
王
国
”
と
名
付

け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。そ
ん
な
愛
媛
の「
柑

橘
類
」
は
全
国
で
も
人
気
を
得
て
お
り
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
を
誇
る
。

　

そ
の
反
面
農
業
界
に
は
厳
し
い
問
題
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
後
継
者

不
足
、
不
安
定
な
収
入
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
。
我

が
地
元
も
「
耕
作
放
棄
地
率
全
国
ワ
ー
ス
ト

５
位
」
と
い
う
現
状
だ
。

　

冒
頭
で
も
あ
る
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
環
境

に
恵
ま
れ
て
い
る
愛
媛
の
農
業
が
な
ぜ
こ
の

よ
う
に
衰
退
し
て
し
ま
う
の
か
。
農
家
の

「
汗
」
は
こ
の
ま
ま
「
涙
」
に
変
わ
っ
て
し
ま

う
の
か
。
こ
う
し
て
は
い
ら
れ
な
い
！　

そ

ん
な
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
立
ち
上
げ
た
の

が
「
農
業
生
産
法
人
ｈエ

イ
チ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

あ
る
。

　

ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、「
農
業
＋
α
」

で
農
業
に
付
加
価
値
を
付
け
、“
儲
か
る
農

業
”
を
実
現
し
よ
う
と
２
０
１
１
年
に
設
立

し
た
企
業
で「
ｈ
」の
頭
文
字
に
は「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
」。
つ
ま
り
人
間
を
計
画
し
て
い
く
と

い
う
意
味
が
あ
る
。
そ
ん
な
我
々
が
行
っ
た

の
は
認
定
農
業
者
の
資
格
申
請
。
一
農
業
者

と
し
て
、
ま
た
農
業
の
未
来
を
変
え
る
た
め

に
５
ヵ
年
計
画
の
も
と
地
道
な
努
力
を
重
ね

た
。
そ
し
て
設
立
し
て
５
ヶ
月
、
認
定
農
業

者
と
し
て
の
資
格
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後

も
農
作
業
は
も
ち
ろ
ん
講
習
会
へ
の
参
加
や

商
品
開
発
な
ど
を
行
い
、
弛た

ゆ

ま
ぬ
努
力
の
結

果
に
『
農
業
生
産
法
人
』
と
し
て
の
経
営
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
農
業
の
現
状
は
変

わ
ら
ぬ
ま
ま
で
あ
り
、
流
れ
て
い
く
の
は
月

日
と
都
会
へ
出
向
く
若
者
。
ど
う
す
れ
ば
若

者
た
ち
は
農
業
と
い
う
職
業
に
近
づ
い
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
頭
を
抱
え
困
惑
し
て
い

た
そ
の
時
、
脳
裏
に
ふ
と
あ
る
も
の
が
舞
い

降
り
て
き
た
。
こ
れ
な
ら
い
け
る
か
も
し
れ

な
い
。
設
立
し
て
３
年
目
、
一
か
八
か
の
長

期
戦
が
幕
を
開
け
た
。
そ
の
名
も
「
農
業
ア

イ
ド
ル　

愛え

の
葉は

ガ
ー
ル
ズ
」。

え
が
お
の
種
ま
き

農業生産法人ｈプロジェクト㈱代表。昭和43年２月26日生ま
れ、新居浜市出身、松山市在住。県立新居浜商業高等学校卒業
後、松山総合開発㈱、㈱大阪レジャー開発勤務を経て、平成５
年にエム・コーポレーション㈱設立など、20年にわたりレス
トランやバーなどの飲食業に携わる。平成23年６月、義父の
栽培する野菜をきっかけに、おいしい野菜の差別化を図ろうと、
農業生産法人ｈプロジェクトを設立。愛媛のおいしい食の全国
PRに力を注ぎ、農業と別の視点から農業をアピールし若者の
就農増加を目指すなど、ユニークな活動で注目を集めている。
◆農業生産法人ｈプロジェクト㈱
http://www.ehime-hpro.com/

12



　
「
愛
媛
の
お
い
し
い
を
全
国
へ！　

そ
し

て
世
界
へ！
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、歌
っ
て
踊
っ

て
耕
す
農
園
発
信
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
結
成
し

た
。
農
家
に
変
わ
っ
て
農
作
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
後
継
者
不
足
の
原
因
と
も
言
わ
れ
る
農

業
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
さ
せ
る
取

り
組
み
を
始
め
た
。
当
初
１
年
は
苦
労
の
連

続
で
、「
農
業
ア
イ
ド
ル
」
と
い
う
聞
き
慣

れ
ぬ
文
字
か
ら
周
囲
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
社

員
ま
で
も
が
「
農
業
と
ア
イ
ド
ル
を
一
緒
に

し
て
ほ
し
く
な
い
」
等
批
判
も
多
く
辛
い

日
々
で
あ
っ
た
。
愛
の
葉
ガ
ー
ル
ズ
の
メ
ン

バ
ー
も
農
作
業
に
関
し
て
は
無
知
で
あ
っ
た

た
め
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
っ
た

が
、
土
と
向
き
合
い
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な
が

ら
農
作
業
を
す
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
彼
女
た

ち
の
抱
く
“
農
業
へ
の
想
い
”
が
変
わ
り
始

め
た
。『
初
め
は
農
業
に
興
味
が
な
か
っ
た

ん
で
す
け
ど
農
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
素
敵
な
笑
顔
、
そ
し
て
何
よ
り
自

分
た
ち
で
作
っ
た
お
野
菜
を
食
べ
た
と
き
の

感
動
が
た
ま
ら
な
く
っ
て
大
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
農
業
を
知
ら
な
い
若
い

人
た
ち
に
対
し
て
本
当
の
農
業
の
良
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
！
』
と
い
う
言
葉
も
今
で
は

出
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
後
ろ
姿

に
胸
を
打
た
れ
る
人
が
ひ
と
り
ま
た
ひ
と
り

と
増
え
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
『
農
業
ア
イ

ド
ル
』
と
し
て
認
識
さ
れ
始
め
た
。
現
在
で

は
各
地
域
の
販
売
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
等
愛

媛
県
内
は
も
ち
ろ
ん
県
外
で
も
愛
媛
の
美
味

し
い
を
ア
イ
ド
ル
活
動
を
通
じ
Ｐ
Ｒ
に
励
ん

で
い
る
。

　

ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
は

や
５
年
目
。
設
立
し
て
か
ら
20
年
後
に
は
必

ず
農
業
界
を
変
え
て
み
せ
る
と
い
う
想
い
の

も
と
今
日
も
励
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
時

間
、
い
か
に
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
や
り

抜
く
か
。
今
後
は
新
し
い
農
業
を
創
造
し
、

生
産
者
の
向
上
、
次
世
代
農
業
者
の
創
出
に

も
寄
与
し
て
い
き
た
い
。
合
わ
せ
て
企
業
活

動
と
し
て
も
若
者
目
線
・
女
性
目
線
で
の
商

品
開
発
を
中
心
と
し
た
６
次
産
業
化
へ
の
取

り
組
み
を
よ
り
一
層
進
め
、
更
に
農
業
生
産

法
人
と
し
て
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
バ
イ
ヤ
ー
へ

の
挑
戦
も
進
め
て
い
き
た
い
。

　

現
在
過
渡
期
に
あ
る
農
業
界
。
た
だ
そ
の

先
に
あ
る
未
来
を
信
じ
、
今
後
も
よ
り
一
層

農
業
の
魅
力
発
信
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
る
た
め
今
日
も
私
た
ち
は
鍬

を
片
手
に
汗
を
拭
う
の
で
あ
る
。

▲「愛媛の美味しいものを最大限にPRし、広く伝えていきたい」と佐々木
貴浩さん

▲「うまみの詰まった新鮮伊予茄子いかがです
か～？」松山市中野町の「ガールズ農園愛の
葉」のもぎたて伊予茄子の販売風景。お客様
は茄子を見つめ「立派に育っとるね！」
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●伊予牛「絹の味」キャンペーン試食会

試食会を通じて伊予牛「絹の味」をPR！

●「ＪＡ全農COUNTDOWN JAPAN」松前町から公開生放送

みかんと「POM塩と夏みかん」を全国にPR

　ＪＡ全農えひめと道後温泉の旅館７館、ＪＡ
グループの㈱農協観光愛媛支店は、伊予牛『絹
の味』の消費拡大と道後温泉の宿泊客・観光客
の拡大をめざし実施した「道後温泉で伊予牛『絹
の味』食す。」キャンペーンと愛媛県産ブランド
の伊予牛「絹の味」の美味しさをPRしようと、
７月22日、愛媛県、生産者団体・道後温泉旅館
の関係者のほか、松山市内の女子学生10名、122
組の応募者の中から選ばれた消費者５組10名な
ど計40名を招待し、「キャンペーン試食会」を開
催しました。
　会場では、伊予牛「絹の味」黒毛和牛を使っ
たキャンペーン夕食メニューと試食会用として
ステーキ肉を振る舞い、女子学生や消費者は、「柔

らかくて美味しい」「口の中でとろける感じ。肉
の美味しさがギュッと詰まっている」などと話
し、伊予牛「絹の味」の美味しさに笑顔を見せ
ていました。

　ＪＡ全農提供の「ＪＡ全農COUNTDOWN 
JAPAN」が、７月18日、松前町のエミフル
MASAKI内のFM愛媛サテライトスタジオ「エ
ミスタ」から、全国（TOKYO FMをはじめ
JFN38局ネット）に公開生放送されました。当
日は、パーソナリティのジョージ・ウイリアム
ズさん、ゲストに俳優の杉浦太陽さんを迎え、
スタジオ周辺には大勢の方が詰めかける中、リ
スナープレゼントの愛媛県産「温室みかん」と

「POM塩と夏みかん」など、愛媛の話題も織り
交ぜて楽しいトークが繰り広げられました。
　番組中、愛媛の温室みかんを試食したジョー
ジ・ウイリアムズさんは、「甘くて何個でも食べ
られる。夏にみかんとは贅沢」と絶賛。杉浦さ
んも「果汁が豊富で濃い味。さすが愛媛、やら
れますね。みかんはこたつで食べるイメージだ

けど、夏のみかんもいいですね」と応じていま
した。「POM塩と夏みかん」を飲んだ杉浦さん
は「さっぱりして夏に向いている、スポーツド
リンクみたいにゴクゴク飲める。熱中症対策に
もいい」と好評でした。
　番組終了後は、㈱えひめ飲料が先着100人に

「POM塩と夏みかん」を無料配布しました。

●リジェール松山乾椎茸PRイベント

生産者が愛媛産乾椎茸の美味しさ・料理法をPR！
　愛媛県椎茸同志会は、７月３日、「乾椎茸の日」

（７月７日）を前に、愛媛県産原木乾椎茸をPR
して消費拡大につなげようと、松山市南堀端町
のリジェール松山屋上ビアガーデンで愛媛県産
乾椎茸のPRイベントを開きました。
　当日は、６月に行われた「第48回全農乾椎茸
品評会」で４年連続農林水産大臣賞を受賞した
成高王洋さん（ＪＡ愛媛たいき管内＝大洲市・
中葉中肉の部）の乾椎茸などを使って、成髙さ
んほか同志会の会員夫婦などが、来場者に愛媛
県産乾椎茸を使った料理２品とレシピを無料配

布し、愛媛県産原木乾椎茸の美味しさと料理法
をPRしました。

▲�肉の美味しさに笑顔

14



●第60回全国野菜園芸技術研究会愛媛大会

愛媛県から正岡千博さんら３人が表彰される
　野菜園芸農家が組織する全国野菜園芸技術研
究会の第60回記念大会が、７月15日と16日、「し
る、きく、まなぶ。つながる、つたえる、そだ
てる。全野研60年　全国の仲間・将来を担う人
たちとともに」をテーマに、松山市で開催され
ました。
　大会は、全国の野菜生産者の取り組み事例報
告や情報交換を通じて、技術向上や経営発展を
目指そうと開いているもの。今回は愛媛県やＪ
Ａ全農、ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会が後援。
全国の産地・生産者の取組事例報告や講演、園
芸資材の展示や現地視察などが行われました。
　なお愛媛県関係では、正岡千博さん（ＪＡ
えひめ中央）、中嶋豊さん（ＪＡ松山市）、渡辺

十二さん（ＪＡおちいまばり）が「全野研野菜
園芸功績者表彰」を受けました。

▲表彰される渡辺十二さん

●�愛媛県農業用廃プラスチック適
正処理推進協議会　理事会

再生処理率４年連続90％以上

●�ＪＡ愛媛耐久消費財拡大協議会
第35回通常総会

暮らしへの貢献に取り組む
　愛媛県農業用廃プラスチック適正処理推
進協議会は、７月８日、理事会を開き、平
成27年度事業活動計画を決めました。
　県内の農業用廃プラスチックの回収量
は、平成13年度の1,986トンをピークに減少
しており、平成26年度は698トン。そのう
ち再生処理（リサイクル）率は94％となり、
23年度以降４年連続90％以上と高い水準を
維持し、農家の取り組みが進んできました。
　27年度は、県・地区段階それぞれで関係
機関が連携して啓蒙・指導活動を行い、農
家の「排出事業者責任」の認識を高め、適
正処理の推進を図り、再生処理率は98％を
計画しています。

　ＪＡ愛媛耐久消費財拡大協議会は、７月
８日、ＪＡ愛媛で第35回通常総会を開き、
平成27年度の活動計画と名称を「ＪＡえひ
め生活事業連絡協議会」に変更することな
どを決めました。
　27年度活動計画では、「国産・県内産農
畜産物の消費拡大」、「地域の元気づくりと
組合員の暮らしへの貢献」、「地域組合員の
買い物支援」耐久消費財の情報収集体制の
整備」「教育研修活動」などに取り組むこ
とにしています。

●愛媛産夏野菜の料理レシピコンテスト表彰式

最優秀賞の渡部栄子さんの料理などがホテルメニューへ
　「農家自慢のレシピをホテルで再現して県内
外のお客様に出してみよう」と愛媛県内ＪＡの
女性部や職員を対象に募集していた愛媛県産夏
野菜の料理レシピコンテストの表彰式が、７月
14日、松山市のホテル椿館本館であり、最優秀
賞に渡部栄子さん（ＪＡ松山市女性部久万支部）
の考案した「トマトとバジルの三杯酢」、優秀
賞は、若田久美さん（ＪＡおちいまばり菊間支
店）の「きゅうりの佃煮」、津田絵里佳さん（Ｊ
Ａ愛媛厚生連）の「夏野菜のソーメンチャンプ
ルー」が選ばれました。
　受賞した３品は、７月15日から、同ホテル１
階レストラン「ビュッフェTSUBAKI（ツバキ）」
のディナーメニューとして毎回１品以上が提供
されました。

　コンテストは、地産地消に
力を入れる同ホテルが、昨年
11月のレストラン開業を機に企
画し、ＪＡえひめ女性組織協
議会とＪＡ全農えひめ、㈱農
協観光愛媛支店が協力して実
施しており、今回で３回目。応
募19作品の中から味、見た目
や季節感、提供しやすさなど
を考慮し各賞が決まりました。
　副賞のペア宿泊券を手にし
た渡部さんは、「我が家の定
番メニューがまさか日の目を
見るとは…。たくさんの方に楽しんでいただき
たい」と笑顔で喜んでいました。

▲最優秀賞の渡部栄子さん
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

７
月
号
の
答
え
は
「
４
回
目
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

今
井
シ
ゲ
ミ
さ
ん
（
西
条
市
）	

寺
町
さ
お
り
さ
ん
（
今
治
市
）

上
甲　

千
恵
さ
ん
（
鬼
北
町
）	

瀬
川　

憲
子
さ
ん
（
今
治
市
）

土
居　

栄
次
さ
ん
（
松
前
町
）	

薬
師
神
利
成
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

和
気　
　

豪
さ
ん
（
野
村
町
）	

上
田
ト
ク
ミ
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

亀
田　
　

均
さ
ん
（
伊
予
市
）	

矢
野
美
恵
子
さ
ん
（
大
洲
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
27
年
10
月
17
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
11
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法 ひ

め
ラ
イ
ス
の
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー
や
愛

媛
県
産
「
に
こ
ま
る
」
の
精
米
袋
に
使
用
し
て
い
る
、

愛
媛
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前

は
？　

現
在
「
２
０
１
５
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
も
出
場
中
で
す
。

「
○
○
○
○
」

●
７
月
号
の
ね
っ
と
わ
ー
く
で
紹
介
さ
れ
た
「
Ｊ
Ａ
ホ
ー

ム
オ
リ
ジ
ナ
ル
企
画
型
住
宅
エ
コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

中
！
」
い
い
ね
、
い
い
ね
。
お
手
頃
価
格
で
ぜ
ひ
快
適

な
暮
ら
し
を
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
な
。

　

我
が
家
は
築
１
３
０
〜
１
４
０
年
位
の
古
民
家
…
と
い

え
ば
聞
こ
え
は
い
い
の
で
す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
家
も
悲
鳴

が
聞
こ
え
る
よ
う
で
す
。
本
当
は
省
エ
ネ
住
宅
で
エ
コ

ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い
の
で
す
が
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で

も
！
ぜ
ひ
相
談
に
訪
れ
た
い
今
頃
の
気
持
ち
で
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
岡　

葉
子
さ
ん
）

●
Ｊ
Ａ
に
勤
め
て
い
な
が
ら
あ
ま
り
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ム
の
こ
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

企
画
型
住
宅
エ
コ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
こ
う
い
う
企
画
も

ど
ん
ど
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

	
	

（
今
治
市　

越
智　

伸
恭
さ
ん
）

●
エ
ッ
セ
ー
を
読
ん
で
。「
と
べ
り
て
」
と
い
う
風
の
せ

い
か
、
最
近
の
砥
部
焼
の
感
じ
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う

に
思
っ
て
い
た
こ
の
頃
で
す
。
な
ん
だ
か
、
か
わ
ゆ
く

て
…
。
今
ま
で
の
も
ス
テ
キ
で
し
た
が
、
女
の
私
が
手

に
持
っ
て
も
「
ま
あ
、
か
わ
い
い
」
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

	
	

（
松
山
市
・
仲
野　

み
つ
ぎ
さ
ん
）

●
大
洲
市
・
成
髙
さ
ん
の
椎
茸
７
年
連
続
最
優
秀
賞
受
賞

を
拝
見
し
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。
椎
茸
は
、
長

寿
に
つ
な
が
る
食
品
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
血
液
中
の

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
量
を
適
正
な
量
に
保
つ
働
き
が
あ

る
と
か
。
生
椎
茸
は
も
ち
ろ
ん
、
乾
椎
茸
に
し
て
保
存

し
、
い
ろ
い
ろ
な
調
理
に
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、熱
中
症
対
策
に
は
「
い
い
汗
」

を
か
け
る
体
質
に
な
る
こ
と
が
大
切
だ
と
聞
き
ま
し

た
。
お
勧
め
の
食
品
「
お
酢
」「
生
姜
」
私
は
、
毎
日

一
品
必
ず
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

	
	

（
今
治
市
・
阿
部　

紗
弓
さ
ん
）

●
ね
っ
と
わ
ー
く
で
紹
介
さ
れ
た
伊
予
牛「
絹
の
味
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
い
い
で
す
ね
。
い
い
お
湯
に
入
っ
て
美
味

し
い
お
肉
を
食
べ
る
。
贅
沢
で
す
ね
。
サ
シ
が
入
っ
た

柔
ら
か
い
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
を
味
わ
い
た
い
で
す
。

お
な
か
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
た
ら
い
い
な
〜
。

　

暑
い
夏
に
は
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
。
１
０
０
％
も
よ
し
、
粒

も
よ
し
。
さ
ら
に
「
塩
と
夏
み
か
ん
」
も
。
１
ℓ
が
出

た
ら
い
い
な
〜
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
松
山
市　

山
田　

祥
江
さ
ん
）

●
愛
媛
の
酒
蔵
め
ぐ
り
「
梅
錦
」
を
読
ん
で
。
い
い
も
の

を
作
る
に
は
、
素
材
の
妥
協
の
な
い
こ
だ
わ
り
、
手
間
、

そ
し
て
何
よ
り
情
熱
が
あ
っ
て
こ
そ
い
い
も
の
が
で
き

る
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
何
世
代
も
の
時
代
を
受
け

継
ぎ
、
今
な
お
未
来
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
梅
錦
。
い
た

だ
く
と
き
は
じ
っ
く
り
大
切
に
味
わ
わ
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
ね
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
平
家　

清
茂
さ
ん
）

●
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
梅
錦
が
地
元
の
お
酒
だ
と
い
う
こ

と
を
最
近
知
り
ま
し
た
。
酒
屋
に
行
っ
て
も
、
ど
こ
に

行
っ
て
も
梅
錦
と
い
う
名
が
つ
い
た
お
酒
を
よ
く
見
ま

す
。
梅
錦
を
作
っ
て
い
る
方
々
の
こ
だ
わ
り
と
情
熱
が

こ
こ
ま
で
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
と
感

じ
ま
し
た
。
私
は
お
酒
は
そ
ん
な
に
強
く
な
く
、
日
本

酒
や
焼
酎
は
飲
ん
だ
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
有

名
な
お
酒
な
の
で
、
一
度
は
飲
ん
で
こ
だ
わ
り
の
味
を

堪
能
し
た
い
で
す
。

　

毎
日
暑
い
日
が
続
く
と
外
に
出
る
の
が
億
劫
に
な
り
ま

す
ね
。
夏
バ
テ
気
味
で
ご
飯
を
食
べ
る
の
も
、
冷
た
い

も
の
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
た
ま
に

ガ
ッ
ツ
リ
お
肉
を
食
べ
た
く
な
る
時
が
あ
り
、
今
月
の

「
あ
ぐ
り
〜
ど
」を
読
ん
で
い
る
と
お
肉
の
記
事
が
あ
っ

て
飛
び
つ
い
て
読
み
ま
し
た
。
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
食

べ
て
み
た
い
で
す
。
夏
野
菜
と
お
肉
を
食
べ
て
暑
い
夏

を
乗
り
越
え
、
秋
の
食
べ
物
の
美
味
し
い
季
節
に
挑
み

た
い
と
思
い
ま
す
！
（
笑
）。

	
	

（
四
国
中
央
市
・
山
根　

奈
実
さ
ん
）

●
「
梅
錦
」
の
名
の
由
来
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
日
本

酒
は
あ
ま
り
飲
む
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
梅
錦
」

は
飲
み
や
す
く
あ
ま
め
な
の
で
初
め
て
飲
ん
だ
時
は
感

動
し
ま
し
た
。「
し
ず
く
媛
」
も
ぜ
ひ
飲
ん
で
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

	
	

（
伊
方
町
・
仲
元　

祐
司
さ
ん
）

●
焼
酎
ブ
ー
ム
で
す
が
、
最
近
、
日
本
酒
、
特
に
冷
酒
に

関
心
が
あ
り
ま
す
。
水
の
よ
う
に
さ
ら
り
と
し
た
日
本

酒
が
お
い
し
く
感
じ
ま
す
。

　

今
ま
で
の
農
業
は
経
験
を
カ
ン
に
頼
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
か
ら
は
ノ
ウ
ハ
ウ
の
「
見
え
る
化
」
を
進
め
、

誰
で
も
農
業
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
）

農
業
に
つ
い
て
特
集
し
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
西
条
市
・
青
野　

浩
徳
さ
ん
）

★特集では、27年産米の集荷・
販売対策を紹介しました。Ｊ
Ａ全農えひめは「にこまる」
のテレビCM放映、㈱ひめラ
イスは新米キャンペーンなど
を展開するなど、消費者に向
けてえひめ米の販売拡大の取
り組みを進めています。生産
者の皆さんには集荷率の向上
にご協力をお願いします。
　裏表紙でも登場している「み
きゃん」は、愛媛産温州み
かんストレート果汁100％の
「POMみきゃんジュース」の
ラベルにも登場するなど活躍
中。今年も出場したあのグラ
ンプリ獲得に向けて引き続き
１日１ポチで応援しましょう！
	 	 （正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約222kcal
豚バラ肉（しゃぶしゃぶ用）	 200ｇ
ナス	 １本
塩	 少々
シメジ	 １パック
三つ葉	 1/2束
ミョウガ	 １本
大根（すりおろし）	 1/3本（300ｇ）
ポン酢	 50㏄
レモン	 1/2個

〈作り方〉
①　豚肉は１㎝厚に、ニンニクは薄切りにする。
②　ボウルにⒶ〈合わせ調味料〉を入れ、混ぜ合
わせる。

③　フライパンを熱し、①を入れて、中火で両面
を焼く（余分な油はペーパー等でふき取る）。

④　③に②を入れ、火を強めてからめる。
⑤　器に盛りつけ、チャービルを添える。

豚バラ肉のスタミナこってり焼き 豚バラ肉とナスのおろしポン酢和え豚バラ肉と冬瓜のスープ煮

〈作り方〉
①　豚バラ肉は２㎝厚に切る。冬瓜は皮をむき、
一口大に切る。

②　生姜は薄切り、白ネギの青い部分をぶつ切り
にする。

③　鍋にだし、①、②、みりんを入れ、火にかけ
て沸いたらアクをとり、中火で蓋をして約30
分煮込む。

④　肉が柔らかくなれば②を取り出し、塩、薄口
醤油で味を調える。

⑤　器に盛り付け、白髪ネギ（白ネギの白い部分
の千切り）、戻したクコの実をのせ、黒コショ
ウをふる。

〈作り方〉
①　豚バラ肉は５㎝幅に切り、沸いた湯に入れ、
火を通し、冷水にとる。

②　ナスはピーラーで４ヶ所皮をむき、５㎝の長
さの櫛切りにし、塩もみをする。

③　シメジは石づきを切ってばらし、沸いた湯に
入れて火を通し、冷水にとる。

④　三つ葉はさっと茹で、冷水にとり、３㎝に切る。
ミョウガは千切りにし、流水でさらす。

⑤　ボウルに水気を切った①、②、③、④を入れ、
大根おろしとポン酢を加えて、ざっくりと合わ
す。

⑥　器に彩り良く盛り付け、櫛切りにしたレモン
を添える。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約455kcal
豚バラ肉（ブロック）	 400ｇ
ニンニク	 ２片
　砂糖	 大さじ３
　みりん	 大さじ２
　醤油	 大さじ３
　オイスターソース	 大さじ２
　塩	 少々
　コショウ	 少々
チャービル	 適量

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約315kcal
豚バラ肉（ブロック）	 300ｇ
冬瓜	 1/4個（約200ｇ）
だし	 1,000㏄
みりん	 大さじ１
塩	 小さじ１
薄口醤油	 大さじ１
生姜	 １片
白ネギ	 １本分
クコの実	 12粒
黒コショウ（粗びき）	 適量

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大佐古 正子先生

▲

（
左
） 

豚
バ
ラ
肉
と
冬
瓜
の
ス
ー
プ
煮
、（
右
）
豚
バ
ラ
肉
と
ナ
ス
の
お

ろ
し
ポ
ン
酢
和
え
、（
中
前
）
豚
バ
ラ
肉
の
ス
タ
ミ
ナ
こ
っ
て
り
焼
き

Ⓐ

うまみとコクが、ジュワ～
煮込めば、とろけるやわらかさ

今月の素材

豚バラ肉（ふれ愛・媛ポーク）

NOW NOWCOOKING
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